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D 14 住 居 の 環 境 改 善 に 関 す る 研 究（ 第 １ 報 ）

壁 構 造 に 対 す る 熟 的 お よ び 音 的 考 察

広 島 大 教 育 岩 重 博 文

目 的　 住 居 に か か わ る 環m  娶 素 の 中 に11 数 ４ の も<0 が 含 ま れ て い る 。 冬 期 に*3 け る暖 房
-
・や 夏 期1£   お け る 冷 房 な ど の よ う な 熱 的 要 素. お よ び 佳 居 の 外 部 や 内 部 で 発 生 す る騒 音 の よ

う な 音 的 要 素 な ど は そ の 一 例 で あ る 。 本 報 告 で は 壁 構 造 を 具 体 例 とし て 取 り 上 げ ， 従 来 別

々 に 行 わ れ て い た 熟 に 対 する 保 温 設 計 ， お よ び 音 に対 す る 騒 音 防 止設 計 な どを 同 時 に 検討

し ， よ り 適 切 な 壁 構 造 を 設 計 す る こ と を 目 的 とし て い る 。

方 法　 既 発 表 の 各 種 壁 構 造 化 関 す る 透 過 損 失,    お よ び 各 壁 材 料 の 熟 伝 導 率 を 収集 す る。

各‘s*i 料 の 厚 さ を 考 慮し ， 熱M 流 車 を求 め る 。　 壁 構S.  に つ い て は　i) 一 体 振 動 パ ネ ル

i  i ）　 中 空 パ ネ ル　i    i   i ） ヽ剛 性材 サ ンド'I ッ チ パネ ル　i  V )　 多 孔 質材 サンド イッ チ パ ネル

Ｏ　　 発 泡 材 サ ンド イッ チ パ ネル　V   i )　 多 重 遮 音 層　 な ど計 ６ 種 類に 分 類し 検討 する 。 ま た

壁 の 材 質 につ い て は　a  ）　木 質 系　b  )　 セ メ ント 系　c  )　 金 属 系　 ０　 ガ ラ ス系　e)　 異

質 材　 な ど に 分 類 す る 。　 主 な 考 察内 容 は　　■)　 一重 壁 を 中 空二 重 壁tこ 変 更 す る場 合 の 透

過 損 失 お よ び 熱 貫 流 率 の変 化　　i  i) 中 空 二 重 壁 の中 空 部に 多 孔 質 材 や発 泡 材 を 挿入 す る 場

合 の 遭 遇 損 失 お よび 熟 貫 流 率 の変 化　　i i i)　　 各 材 質 別 のii 遇 損 失 と熱 貫 海 率 と の関 連　 な

ど で あ る 。　 こ れ ら 壁 に 関 す る 構 造 別 ，材 質 別 の 特 徴 を 検 討 し ， 壁 中 の 空気 堰や 充 壌 材 が

保 温 性 お よ び 遮 音 性 に 果 し て い る 役 割 を 明 確 に す る 。

結 果　1. 中 空 二 重 壁 は 一 重 壁に 比 べ 遮 音 性 お よ び 保 温 性tこ 優 れて い る 。　　2.　 二 重 壁 の

中 空m  Iこ 多 孔 質 材* 挿 入 す る と 遮 音 性 お よび 保 温 性 が か な り 上 昇 す る 。　3.　 中 空 層 に 発 泡

材 を 挿 入 す る 場 合 ， 保 温 性 は 上 昇 す るが ， 遮 音 性a あ ま り 改 善 さ れ な い 。　 こ れ は 押 入 材

( 発 泡 材 ） 中 で の 音 響 振 動 伝 達 が 容 易 で あ る た め と 考 え ら れ るo　　　　　　　 ’


